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博多福岡海辺体験会及び指導者育成講習会 

１．目 的 

本事業は、海に沿って都市が広がる福岡市及び周辺市町村ではありますが、海の活動を

継続的実施している拠点は 2 か所しかなく、一般市民が海に接して行う活動は、海水浴、

水上バイクや釣りなど限られたものとなっているのが現状です。 

一般市民が日常の中で、海の身近な自然を知ってもらうこと、また、海での活動の楽し

さを体験できる教室を開設します。 

海を学び、海であそぶことで、地域の身近にある海での活動を通じ、自然の大きさ、自

然の大切を再認識してもらうことを目的とします。 

 

２．本事業の達成目標 

福岡県内の海辺及び博多湾で行う、子どもたちや親子で参加してもらう教室です。自然

を学び、水の冒険を通じて、海の知識を持った「ウォーターキッズ」を育てます。暖かい

季節の半年間に毎週実施することで、体験できる機会をふやし、多くの市民の参加を促し

ます。「福岡海辺体験会」に行けば、カヌーなどの海辺の冒険体験、海辺の生き物のこと、

気象のこと、海象のことなどが学べる拠点とすることを目指します。 

 

３．活動内容とスケジュール 

3-1 海の指導者育成講習会 

3-1-1 第 1 回 

(1)開催場所：海の中道海浜公園（博多湾） 

(2)開催日：22 年 6 月 13,20 日 

(3)概要 

座学による安全管理の基礎から現場での実習までを受講してもらい、危険を理解し安全

対策を学んだ。活動に必要な専門的な知識及び技術のスキルアップする内容である 

3-1-2 第 2 回 

(1) 開催場所：糸島市二丈町（深江湾） 

(2) 開催日：23 年 1 月 19 日 

(3) 概要 

安全管理に関する座学のあと、海岸でロープレスキューの実習を行った。 

 

 

3-2 海辺の体験会 

 海辺の体験会は、カヌー（体験）教室および海の生き物教室として、以下の 5 会場で実

施した。 

・福岡市海の中道海浜公園（博多湾） 

7 月 19 日、8 月 6 日 

・北九州市門司区喜多久海岸（周防灘） 

6 月 20 日、10 月 11 日 
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・糸島市二丈町（深江湾） 

7 月 25 日、8 月 1,15 日、9 月 5,19 日、10 月 10,31 日 

・福岡県遠賀郡芦屋町芦屋海岸（玄界灘） 

8 月 21 日 

・福岡市西区愛宕浜（博多湾） 

9 月 18 日 

 

４．活動実績 

 活動実績、各教室の活動実績一覧及び活動写真を下記表に示す。 

 

4-1 海辺の指導者育成講習会 

 海辺の指導者育成講習会は、福岡市の海ノ中道海浜公園と、糸島市二丈町の深江湾

において 2 回実施した。合計 29 名の受講者があった。 

（１）講座名 海辺の指導者育成講習会 

（２）開催日時 平成 22 年 6 月 13,20 日 

（３）開催場所 海の中道海浜公園、博多湾 

（４）参加人数 大人  ２１名、  指導者   延べ 10 名 

（５）講座内容 

①6 月 13 日（日）  

講義-1「対象となる参加者のことを知る」（講義・実

習） 

 ■アイスブレーキングの実践 

 ・アイスブレーキングの必要性の講義 

・他己紹介 ・水のことわざを   実習 

 

 

 

 

 

 

講義-2「安全対策について①」（実習） 

1.救急救命法「人工呼吸実習」 

2. AED 実習 
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講義-3「体験活動の指導法」①（実習） 

■カヤック訓練（初心者クラス） 

・パドルの使い方 

・カヌーの説明 

・海での実習 

・沈からの脱出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義-4「安全対策について②」（実習） 

１．救助ロープでの救助 

・ロープの説明 

・ロープの投げ方 

・救助者を引き寄せる 

・無理に引っ張らない。 

 

②8 月 20 日（日）  

講義-5 「体験活動の指導法」②（実習） 

■カヤック訓練（中級クラス） 

・シーカヤックの扱い 

・ミドルツーリング 

・グループレスキュー 

 

 

講義-6「安全対策について」③（実習） 

■ライフセービング実習 

・バディ 

・レスキューチューブによる実践 
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（１）講座名 第 2 回海辺の指導者育成講習会 

（２）開催日時 平成 23 年 1 月 19 日 

（３）開催場所 糸島市二丈町、深江湾 

（４）参加人数 大人  8 名、  指導者   ２名 

（５）講座内容 

①1 月 19 日（水）  

講義-1「対象となる参加者のことを知る」（講義・実習）  

 ■アイスブレーキングの実践 

 ・アイスブレーキングの必要性の講義 

 ・じゃんけんゲーム 

 

講義-2 

救助ロープでの救助方法 

・ロープの説明 

・ロープの投げ方 

・救助者を引き寄せる 

・無理に引っ張らない。 
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4-2 海辺体験会の活動実績 

福岡県内の海辺、海ノ中道海浜公園、愛宕浜（博多湾）、芦屋海岸（玄界灘）、北九州市

門司区喜多久海岸（周防灘）、糸島市二丈町（深江湾）の５か所において、海の生き物教室、

カヌー教室を実施した。活動実績及び活動写真を下記に示す。 

 活動実績は、実施回数・参加者人数総数、活動日、天気、活動場所、対象者、子どもの

参加者数、保護者の参加者数、安全管理者数、指導・講師数、ボランティア数、活動内容、

活動写真で構成されている。 

 

○全教室の実施総日数   14 日 

・カヌー教室 6 日 ・カヌー(体験)教室＆海の生き物教室 6 日 ・海の生き物教室 2 日 

○全教室の参加人数総数  267 名 

・カヌー教室 96 名 ・カヌー(体験)教室＆海の生き物教室 126 名・海の生き物教室 45 名 

 

 

日、時間、曜日 6/20（日） 

10：00～12：00 

7/19（祝） 

10：00～15：00 

7/25（日） 

10：00～15：00 

天気 曇 晴 晴 

活動場所 

 

北九州市門司区 

喜多久海岸 

福岡市海ノ中道海浜公

園  博多湾 

糸島市二丈町 

深江湾 

対象者 小学校～大人 小学校～大人 小学校～大人 

参加者総数 24 人 23 人 12 人 

指導者、講師、

補助作業者数 

5 名 

 

7 名 

 

7 名 

 

実施内容 海の生き物教室 カヌー体験教室 

 

カヌー体験教室 

海の生き物教室 

活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海の生き物教室 採取 

 

カヌー体験教室 海象 

 

カヌー体験教室 

 

海の生き物教室 観察 

 

カヌー体験教室 操船 

 

海の生き物教室 投網 
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日、時間、曜日 

 

8/1(日) 

10：00～12：00 

8/6（金） 

10：00～15：00 

8/15（日） 

10：00～12：00 

天気 晴 晴 晴 

活動場所 

 

糸島市二丈町 

深江湾 

福岡市海ノ中道海浜公

園 博多湾 

糸島市二丈町 

深江湾 

対象者 小学校～大人 短期大学生 中学生～大人 

参加者総数 11 名 42 人 6 人 

指導者 ,講師 ,

補助作業者数 

7 名 10 名 4 名 

実施内容 カヌー教室（初心者、

初級） 

カヌー体験教室 

海の生き物教室 

カヌー体験教室 

活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初心者 

 

カヌー体験教室１ 

 

カヌー体験教室１ 

 

初級 

 

カヌー体験教室２ 

 

カヌー体験教室２ 

日、時間、曜日 

 

8/21（土） 

10：00～12：00 

9/5（日） 

10：00～12：00 

9/18（土） 

10：00～16：00 

天気 晴 晴 晴 

活動場所 

 

遠賀郡芦屋町 

芦屋海岸 

糸島市二丈町 

深江湾 

福岡市西区愛宕浜 

博多湾 

対象者 小学生～大人 小学生～大人 小学生 

参加者総数 28 人 15 人 25 名 

指導者 ,講師 ,

補助作業者数 

8 名 7 名 12 名 

実施内容 

 

カヌー体験教室 カヌー体験教室 カヌー体験教室 

海の生き物教室 
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活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｾｰﾌﾃｨｽｲﾐﾝｸﾞ 

 

カヌー体験教室１ 

 

海の生き物教室 

 

カヌー体験教室 

 

カヌー体験教室２ 

 

カヌー体験教室 

日、時間、曜日 

 

9/19（日） 

10：00～16：00 

10/10（日） 

10：00～15：00 

10/11（祝） 

10：00～14：00 

天気 晴時々曇 晴 晴 

活動場所 

 

糸島市二丈町 

深江湾 

糸島市二丈町 

深江湾 

北九州市門司区 

喜多久海岸 

対象者 小学生～大人 小学生～大人 小学生～大人 

参加者総数 18 名 22 名 13 名 

指導者 ,講師 ,

補助作業者数 

8 名 

 

8 名 7 名 

実施内容 

 

カヌー体験教室 

海の生き物教室 

カヌー体験教室 

海の生き物教室 

カヌー教室（初級、中

級） 

活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海の生き物教室 観察 

 

カヌー体験教室 

 

カヌー教室 集合 

 

カヌー体験教室 

 

海の生き物教室 

 

カヌー教室 初級 



 8 

日、時間、曜

日 

 

10/17（日） 

10：00～12：00 

10/31（日） 

14：30～16：00 

天気 晴 小雨 

活動場所 

 

北九州市門司区 

喜多久海岸 

糸島市二丈町 

深江湾 

対象者 小学生～大人 小学生～大人 

参加者総数 21 名 7 人 

指導者 ,講師 ,

補 助 作 業 者

数 

5 名 

 

4 名 

実施内容 

 

海の生き物教室 カヌー体験教室 

海の生き物教室 

活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海の生き物教室 採取 

 

カヌー体験教室１ 

 

海の生き物教室 観察 

 

海の生き物教室 魚釣 
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4-3 目標の達成度 

4-3-1 海辺の指導者育成講習会 

自然を学び、水の冒険を通じて、海の知識を持った「ウォーターキッズ」を育てるため

の 18 歳以上の指導者を育成しました。 

6 月と翌年 1 月の 2 回実施し、合計 29 名の指導者を育成できました。 

6 月に育成した指導者 21 名のうち 12 名が、6 月 20 日からの海辺体験会の指導者および

補助員として活躍しました。 

 子供たちも参加する、海辺体験会での実践指導での大きな成果があったと評価します。  

 

4-3-2 海辺体験会 

一般市民が日常の中で、海の身近な自然を知ってもらうこと、また、海での活動の楽し

さを体験できるカヌー（体験）教室と海の生き物教室を開設しました。 

海を学び、海であそぶことで、地域の身近にある海での活動を通じ、自然の大きさ、自

然の大切を再認識してもらえたことと思います。 

（１）カヌー（体験）教室  

カヌー（体験）教室では、カヌー乗艇前に、海流や、風の状況、雲の観察、潮の干満な

どを学んだ。 

 続いて、初心者には、陸上においてパドリングの練習から、乗艇の仕方の基礎を学んだ

あとに、実際に海に出て、ターンやバックを学び、海の上で自在にカヌーを操れる技術を

身に着けた。 

 経験者には、約 2km のミドルツーリングを行い、冒険的な体験をさせた。 

 参加者の感想では、楽しかった、また来たいなどの肯定的なものが多く寄せられており、

目標の達成はなされたと考える。 

（２）海の生き物教室 

海の生き物教室では、いろいろな網や砂堀道具などを使って、沢山の生き物を採取した。

採取した生き物は、水槽に入れ、専門家による様々な説明により、多くの種類の生物が生

息していることを知ることができ、生息する生き物の不思議さや大切さが理解できたとの

声が多く聞けた。また、いろいろな種類の観察道具があることも学ぶことができた。 

子供たちと親たちに自然の大切さを体験させることができたと考える。 

 

（３）参加者の代表的な感想 

・先生の説明がとても良く、珍しい魚も採取できて良かった。 

・こんなにたくさんの生き物が取れてうれしかった 

・親子で楽しめる生き物教室での投網は親の方が夢中になってしまった 

・指導者が面白かった、また来たい 

・今日はじめてカヌーをしてたのしかったです。  

・ぜんぶたのしかった  

・カヌーの後ろコギができたからたのしかった。およいだのも楽しかった。  

・はじめてのカヌー体験してうまく出来なかったけど楽しかった  

・カヌーが面白かった。またしたいです  
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・カヌーがうまくできたから楽しかった  

・カヌーでとおくまでいったのが楽しかった  

・初体験のカヌーだったけど､上手？にできたのでよかったです  

・カヌーに初めてのれたから嬉しかった。カヌーはぐんぐん進むから楽しかった。 

・カヌーに乗って嬉しかったです。 

 

 

4-4 さいごに 

 今年が初めて「博多海辺体験会および海の指導者育成講習会の開催」での助成を受けて

の活動でした。 

プログラム的なノウハウは、過去の活動経験に加えて、観天望気や海象といった新しい

アクティビティを取り入れて実施することができました。 

当初予定していた開場である海の中道海浜公園が数多く使用できなくなったが、会場が

福岡県内 5 か所に分散したことで、それぞれの地域の人たちの参加が得られたことは、結

果として良かったと思われます。 

 今後もさらなる参加者を得て、海での活動を続けていくことを願っています。 

 また、宿泊をともなったプログラムを取り入れ、地元食材などを使った食事を提供する

など地域密着で幅広い活動も実施したいと考えます。 

 

最後に、この活動を支援してくださった、日本財団に感謝の意を表します。 


